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　～技術相談から製品化まで～
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地方独立行政法人大阪府立産業技術総合研究所と地方独立行政法人大阪市立工業研究所は、平
成29年4月1日に統合し、地方独立行政法人大阪産業技術研究所（英文名称︓Osaka Research
Institute of Industrial Science and Technology, 略称︓ORIST）としてスタートしました。
ORISTは、研究開発から製造まで、企業の開発ステージに応じた支援を一気通貫で提供し、大阪
産業の更なる飛躍に向け、大阪発のイノベーションを創出します。
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工業技術に関する質問に、専門の研究員がお答えします。
まずは、お電話ください。 （相談無料）

試料の性能評価、分析、測定、加工などを行います。（有料）

当研究所が保有する装置をご自身で利用できます。
（有料）

当研究所のホール、講堂、研修室、会議室等をご利用
できます。（有料）

企業より提案を受けたテーマや、当研究所の技術シーズ・
ノウハウを活かしたテーマで研究開発を行います。（有料）
※ 簡易受託研究、高度受託研究の制度もあります。

ものづくり企業の様々なニーズに応えるための基盤となる
研究や、産学官金連携による共同研究を行っています。
また、国等の競争的資金を活用して、製品化・実用化を
効率的に進める研究も行います。

レディーメード研修、オーダーメード研修等、企業のニー
ズに応えて研究者・技術者の育成を行います。（有料）

研究所内に設置した実験室に入居していただき、研究開
発、製品開発に取り組んでいただく制度です。（有料）

研究成果の発表（学会・論文）、セミナー・シンポジウ
ムの開催、広報誌の発行、ホームページでの情報提供
やメールマガジンの配信等を行います。

大学・研究機関・行政機関・商工会議所・金融機関・
業界団体等との連携、研究会やコンソーシアムといった
情報交換の場の設置・運営、コーディネータの活用等に
より、産学官金連携・企業間連携を強力に推し進め、製
品化・新技術創出を図ります。



加工成形研究部
精密・微細、高付加価値加工でものづくりを支援します。

当研究部では、機械加工、レーザ加工、放電加工、積層造形、塑性加工、プラスチック成形加工など、
様々な加工技術に関する研究開発支援を行っています。また、加工された製品の評価（各種精密測定、
X線CTによる非破壊検査など）やCAE解析を用いた設計支援なども含めて、幅広くものづくりを支えて
います。

和泉センター

（お問い合わせ先）　和泉センター　総合受付　TEL 0725-51-2525
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金属材料研究部
金属材料が関わるあらゆる場面で技術開発を支援します。

和泉センター

（お問い合わせ先）　和泉センター　総合受付　TEL 0725-51-2525
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当研究部では、溶解、鋳造、摩擦攪拌接合、熱処理といった素形材製造、加工技術およびそれらに関わ
る評価から、ねじ等の機械要素技術、製品や材料の強度評価、トライボロジー関連技術まで、金属材料
による「ものづくり」の技術的なサポートをしています。さらに、省エネルギーや環境負荷低減、コス
ト低減に寄与する高付加価値新規技術の開発と普及にも取り組んでいます。



金属表面処理研究部
材料トラブル、腐食対策、表面処理に関する相談はお任せください。

和泉センター

（お問い合わせ先）　和泉センター　総合受付　TEL 0725-51-2525
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当研究部では、金属材料の高精度分析法の開発、プラズマによる表面改質技術の開発、ろう付けによる
金属接合技術の開発、ドライコーティング、溶射およびめっき法による機能性皮膜の創製、環境対応型
防錆処理技術の開発および次世代電池の開発に取り組んでいます。これらの分野に関連する技術相談、
依頼試験および装置使用も行っています。



電子・機械システム研究部
電子デバイスから知能機械まで、ものづくり技術支援を提供します。

和泉センター

（お問い合わせ先）　和泉センター　総合受付　TEL 0725-51-2525
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当研究部では、真空を利用した高機能性薄膜材料やMEMS(Micro Electro Mechanical Systems)技術や
半導体微細加工技術を駆使したナノ・マイクロデバイスに関する研究開発をはじめとして、センサ・セ
ンシング技術、メカトロニクス応用、電子システム応用等に関する技術開発に取り組んでいます。薄膜
材料開発から微細加工デバイス作製、信号処理システム、組み込み技術、試作機開発まで、どこからで
も始められる一貫したものづくり技術支援を提供します。



製品信頼性研究部
製品の ”信頼性対策” から ”改良･開発” までサポートします。

和泉センター

（お問い合わせ先）　和泉センター　総合受付　TEL 0725-51-2525
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当研究部では、電波関連のノイズ対策、電気材料の絶縁破壊、静電気、光、情報セキュリティに関する
技術支援、ならびに、大型の人工気象室・気圧制御室、音響計測室、輸送環境再現実験室のほか、各種
シミュレーション技術、感覚計測技術などによる技術支援を担っています。製品の「信頼性対策」から
「改良・開発」までサポートします。

国際規格対応の新電波暗室
による電磁波ノイズ対策

10m法対応のEMI測定用電波
暗室とイミュニティ試験用電
波暗室などを備え、EMC試験
に関する支援を行っています。

電気絶縁性の評価と
絶縁材料の研究

絶縁破壊電圧、耐電圧、絶縁
抵抗など電気機器や材料の絶
縁性に関する試験を行ってい
ます。

静電気測定室および測定装置
によるトラブル解決

静電気が原因のトラブルは、
製造ライン・製品・生活など
の場面で発生します。それら
の課題解決に協力し、静電気
対策品の評価も行っています。

回折光学素子や光学システム
の設計開発

回折理論に基づいた微細光学
素子の設計開発や、形状計
測・画像表示システムの研究
開発を行っています。

サイバーセキュリティ対策
（大阪府警との連携）

大阪府警と連携し、中小企業
のサイバーセキュリティ対策
の一環として、セミナー開催、
技術相談を行っています。

大型の特殊環境室による
模擬環境試験

人工気象室や気圧制御室など
大型の特殊環境室を用いて、
製品の性能評価や実用試験の
支援を行っています。

音響無響室・音響材料特性測
定システムによる技術支援

音響材料の開発には、吸音と
透過、両面の計測が必要です。
近年、要望の多い10kHz以上
の高周波帯域に対応できる音
響管も装備しています。

輸送包装試験
～包装貨物の性能評価～

包装貨物の振動・衝撃・圧縮
試験を実施し、輸送中のトラ
ブルの未然防止、対策検討や
効果検証を行っています。

自律神経計測・解析システム
による技術支援

刺激に対する人の反応を生理
計測から客観的に解析するこ
とによって、人に寄り添った
ものづくりに反映させること
を目指しています。

絶縁破壊現象
の解明と新規
絶縁材料に関
する研究を
行っています。

ご存知ですか︖
・5分でできる︕自社診断

（入門編）
・情報セキュリティ対策の

ベンチマーク（30分程度）
IPA提供資料

ご相談に対応いたします。
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Z

制御器
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加振機

（平成27年3月設置）



応用材料化学研究部
環境化学･バイオ･セラミックス･エネルギーを総合的に支援します。

和泉センター

当研究部では、環境化学、バイオ、セラミックスならびにエネルギーと、比較的広範な応用化学分野を
担当しています。環境化学物質や微量金属の分析およびその手法開発、環境調和型材料の開発、抗菌性
の評価、構造用・機能性セラミックスやナノカーボン等の開発、ならびに新規な省・蓄・創エネルギー
技術などの研究、支援業務を行っています。

（お問い合わせ先）　和泉センター　総合受付　TEL 0725-51-2525
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高分子機能材料研究部
企業との協業、技術移転を強く意識して取り組みます。

和泉センター

当研究部では、ニオイ分析、消臭・防臭技術、環境関連材料（ジオシンセティックス、多孔質材料、触
媒）、繊維・皮革製品の評価、有機光電子デバイス材料、環境対応型粘接着剤、複合微粒子およびその
応用などの技術分野で、企業の方との協業を常に意識しながら、実用化・技術移転を見据えた研究開発
や、ノウハウと装置の両方を活用した技術相談・技術支援に取り組んでいます。

（お問い合わせ先）　和泉センター　総合受付　TEL 0725-51-2525
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技術サポートセンター
ニーズの高い依頼試験や装置使用で企業を支援します。

和泉センター

（お問い合わせ先）　和泉センター　総合受付　TEL 0725-51-2525
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技術サポートセンターでは、研究部と協力しながら、定型的かつ企業ニーズの高い依頼試験や装置使用
を担当しています。具体的には、耐候性試験、耐食性試験、X線を用いた残留応力の評価、環境試験
（恒温恒湿槽）、皮革を中心とした摩擦堅牢度試験などを実施しています。



有機材料研究部
ものづくり支援、”とことん” 企業をお手伝いします。

森之宮センター

当研究部では、界面活性剤、ゲル化剤、医薬品・農薬、プラスチック添加剤、色素などのファインケミカ
ルズの創製や製造プロセスの開発、さらに、太陽電池用機能素材や高分子材料、バイオマスプラスチック
の創製に取り組んでいます。専門知識や技術を有する研究員が、研究開発の技術支援や試験分析などを
行っています。

（お問い合わせ先）　森之宮センター　有機材料研究部　TEL 06-6963-8052
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生物･生活材料研究部
生活に身近な素材の開発をお手伝いします。

森之宮センター

当研究部では、バイオや有機化学などの専門知識や技術を活かし、食品、繊維、香粧品などに関する開
発研究や分析・評価を行っています。主な業務としては、脂質、糖質、タンパク質などの有効利用や機
能性成分の開発、介護食関連の研究、繊維の染色性研究や色の発色に関わる研究、新規な界面活性剤や
機能性分子の合成、光学分離などの高度な分析、評価法の開発などを行っています。

（お問い合わせ先）　森之宮センター　生物･生活材料研究部　TEL 06-6963-8063
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電子材料研究部
電子材料研究部にはモノづくりのヒントがあります。

森之宮センター

当研究部では、ナノ粒子、有機・無機ハイブリッド材料、高分子材料、セラミックス、発光材料、太陽
電池、リチウム電池、酸化物薄膜、めっき、表面処理、レーザ改質、表面分析など電子材料分野で役立
つ、様々な材料・技術に関する開発研究や、試験分析などに取り組んでいます。ここには、モノづくり
のヒントがたくさんあります。

（お問い合わせ先）　森之宮センター　電子材料研究部　TEL 06-6963-8083
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物質･材料研究部
“創” るを ”研” き、”造” るを ”究” める。皆様とものづくりを考えます。

森之宮センター

当研究部では、プラスチック材料、金属材料、複合材料に関する材料開発や加工技術の研究開発を行っ
ており、その成果は国際的にもトップクラスの評価を得ています。また、材料や製品に対する各種の試
験・分析・評価を行うことにより、企業支援を積極的に行っています。

（お問い合わせ先）　森之宮センター　物質･材料研究部　TEL 06-6963-8131
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環境技術研究部
当研究部には最先端の”環境関連技術 ”が溢れています。

森之宮センター

当研究部では、高機能炭素材料・バイオマス由来工業材料・環境配慮型無機材料・環境浄化技術・膜分
離技術・微量分析技術・画像情報処理技術といった多様な分野の素材や技術を組み合わせて活用し、環
境適合性・高機能・高性能・快適性・安全性を求める皆様のニーズにお応えします。

（お問い合わせ先）　森之宮センター　環境技術研究部　TEL 06-6963-8147
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地方独立行政法人大阪産業技術研究所
Osaka Research Institute of Industrial Science and Technology 

電 話

F A X

06-6963-8011（総合受付）※
06-6963-8181（技術相談）※
　※ 受付時間   平日 9：00 ～ 12：15、13：00 ～ 17：30

06-6963-8015
メール 8181@omtri.or.jp（技術相談）

電 話

F A X
W e b

0725-51-2525（総合受付・技術相談）※
  ※ 受付時間   平日 9：00 ～ 12：15、13：00 ～ 17：30
0725-51-2509
http://tri-osaka.jp/tri24c.html（技術相談）
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                                    初版（2019年1月発行）

メールマガジン　ORIST Express 

　和泉センター版     https://orist.jp/mail_magazine/magazine_izumi.html

　森之宮センター版  https://orist.jp/mail_magazine/magazine_morinomiya.html
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